



















































この一句をあの人に （三年生） ―」 を実践した
（注
３）。俳句を集め、
贈りたい相手 決めて、一句を贈る。その際、贈り い理由を添えるという学習指導であった。この二つの学習では学校図書館では十分な資料を準備 きない め、近隣 米子市立図書館との連携を図 、学校図書職員の加藤道子先生のお力添えを得て、必要な資料を米子市立 館から運んでいただいて実践した。　
この二つの学習指導を通して気づいたのは、おもしろいこと



























































節のことば―」 （三年生）は、こうした先行実践の積み重 をふまえて、平成二一年七月、米子市立東山中学校において実践したものである。学校図書職員の鹿島郁子先生のお力添えを得て、学校図書館はもとより、米子市立図書館をはじめ、他 中学校、小 の図書館から、携帯俳句やブログ俳句などの新しい文献を含め、豊富な資料を集めていただいた。　
学校図書館に歳時記などの資料がそろったところで、学習の











































































































































































































































































































































































































































































































春の好きな 「甘納豆」 「あたたか」 「山笑ふ」と
いう季節のことばと出会っている。 「山笑ふ」が「芽吹きがはじまり、 明るい山」 になっていくようすを表していることを知って、その表現のおもしろさ 心ひかれたと話してくれた。笑顔の似合うはつらつとしたＴ・Ｎさんにふさわしいことば 思われた。　
Ｔ・Ｎさんが「山笑ふ」という季語から選び出した句は、正








































































































しさが」好きだと記している。Ｙ・Ｍさんが選んだ一句は高浜虚子の「流れ星悲し 言ひし女かな」であった。Ｙ・Ｍさん一句選ぶことを契機と て自らの内に存在する感じ方と向き合い、自らの感じ方に重なる一句を選んでいる。葉がかれていくさびしさや流れ星のはかなさに心ひかれるＹ・Ｍさんの感じ方には、日本人が心ひかれてきた無常観が受け継がれてい 。　
Ｙ・Ｍさんは、学習記録の感想に「俳句という言語文化につ

























































































































空」 「冬霞」 「息白し」を拾いあげている。さらに、 「冬の日」に関することばとして「冬日」 「冬日向」 「冬日影」を、 「冬の空」 することばとして「寒空」 「寒天」 「 天」 「凍空」を、「冬霞」に関することばとして「寒霞」を、 「息白し」に関することばとして「白息」 「気霜」をメモしている。　
これらの季語が詠み込まれた句を記したうえで Ｂ・Ｆさん









































































































































ら話すよう指導し そのため 、提示資料の裏に鉛筆でメモを書かせ準備を整えさせた。そのうえで、実際にこのように発表するとよいとい モデルを、指導者である私自身が実際にやってみせたうえで、練習の時間を設けた。　
聞く側には、発表がよいものとなるかどうかは、聞き手がか



















と記している。ここには、 「俳句についての関心を高め、 尊重し、継承していこうとする態度を育てる」という第１ 目標 達成した、俳句と う言語文化の魅力に目を拓かれ、俳句という言語文化に関心を持ち、今後も尊重し 継承していこうとする学習者の姿が表れている。　
また、Ｎ・Ｋさんは、学習記録に次のように記している。　
俳句という言語文化にふれて、最初は俳句は昔の文化だか















































果的に活用する能力を身に付けさせるとともに、読書を生活に役立て自己を向上させようとする態度を育てるという点についても成果をあげることができた 考える。それはＮ・Ｋさんの「資料を活用して、 自分が思った以上に、 気に入った俳句があってどれも心ひかれました。また、私の見た文献は、テーマに松田聖子など あって現代という感じのする俳句もたくさんあなぁと思いました。 」という感想に表れている。Ｎ・Ｋさんの活用した資料は、黛まど の『恋す 俳句』 （１９８８年８月８日
　
小学館）であり、携帯による俳句やブログに掲載された































第三四号』 に詳細を収録。 「それぞれの詩 （歌 ・
句）をだれかに贈ることにし、 なぜその人に贈るかを書く」という学習活動は、大村はま先生 学んでいる。





















氏のプラン よるものである。 『文芸教育六〇号』 （明治図書
　
一九九二年五月）参照。
＊本稿は、第５回大村はま記念国語教育の会研究大会鳴門大会における実践研究発表に基づいている。
（いぎ
　
ひろし／本学准教授）
